
事業目的 

26年度から 27年度前半の活動 

27年度後半の活動 

６年２６年度に開催した研修会と、２６年度までに各地で開催してきた研修会の評価を総合的に行い、解

促進のための研修会」プログラム開発に着手している段階です。 

度に開催した研修会と、２６年度までに各地で開催してきた研修会の評価を総合的に行い、２７年度現在は

「促進のための研修会」プログラム開発に着手している。 

 

研修会２ 

 

研修会１ 

 

[宮崎県、県南地区における精神障がい者への理解促進事業] 

 

精神保健福祉施策の基本的方策として「入院中心から地域生活中心へ」が示されて 10 年が経過しました。

「国民の理解の深化」を推進しようと、本県各地で精神障がい者の直接の支え手となる方への「精神障がい

者理解促進のための研修会」を 7 年間に渡って開催してきましたが、各研修会終了後には評価を行い、改善

点を見つけて修正していっています。この取り組みによって、県内で精神障がい者の地域生活を直接支えて

おられる方々に役に立つ「研修プログラム」を作成することを目指しています。 

 

 

 

26・27 年度は、県南地区の精神保健福祉に関する地区特性を把握すべくキーパーソンとなる方を探し、地

区特性を把握した上で、どこでどのような方を対象に研修会を開催することが望まれるかの検討を重ね 3

回の研修会を開催しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これまで各地で開催してきた研修会の評価を総合的に行い、「精神障がい者理解促進のための研修会」プロ

グラムの内容を整備し、県内で精神障がい者の地域生活を直接支えておられる方々に役に立つ「研修プログ

ラム」の作成を進めている段階です。 

研修会３ 

 

精神科中心の総合病院がある

が、メンタルクリニック等は

存在していないという地区特

性から、行政機関窓口等で精

神障がい者が生活上の困難さ

を訴えてきた時にどう対応で

きるかが、精神障がい者の地

域移行を推進するカギになる

と判断し、日南市役所職員対

象に「精神疾患の正しい理解

と対応」研修会を開催しまし

た。（31 名の参加） 

青年期・壮年期にある職業人

のメンタルヘスについて、

度々研修会が開催されている

にもかかわらず、こころの病

による長期休職者が増加傾向

にあり、重症化するケースも

あるということから、青年

期・壮年期にある職業人を対

象に「メンタルヘルス」のテ

ーマでの研修会を開催しまし

た。 

（49 名の参加） 

第一次産業で生計を立てている

家庭が多く、地域の中に精神障

がい者が集う場所や施設も少な

く、地域生活を継続出来る為に

は、家庭訪問を行って支援を行

う専門職がキーパーソンであ

り、ヘルパー等への研修が必要

と判断し、日南市社会福祉協議

会職員対象に「精神疾患をど

のようにみつめ、どのように

支えていけばよいのか」のテ

ーマで研修会を開催しまし

た。（35 名の参加） 


